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第 1 回反省研修会
田池先生が、1986 年 3 月に依願退職

され、念願だった反省を中心にした一泊の
「反省研修会」がスタートしました。

第一回は、大阪府富田林市にある「富
田林簡易保険保養センター」で、その年
の 5 月 6 日（火）～ 5 月 7 日（水）に開
かれました。

編者である私も、この時、初めて一泊
の研修会に参加させていただき、その時
の模様を次のように記録しております。

私が初めて宿泊セミナーに参加したの
は、田池先生とお会いして、半月ほど経っ
た５月の反省研修会の時です。

ゴールデンウィークが終わってすぐの一
泊研修会でしたので、休暇が取れるかどう
か心配でしたが、それもこちらが気にして
いるだけのことで、こちらさえその気になり
さえすれば、まわりの状況は自然とそれに
合わせて動いてくれるようです。ゴールデ
ンウィークを含め五連休になる訳ですが、

誰に反対されることもなく、また嫌味を言
われることもなく、休暇中は仕事さえ遠慮
してくれるかのように、何の問題も起こりま
せんでした。田池先生の言われるように、
自分が神に向かって歩き出しさえすれば、
邪魔しているように見えることも、向こうの
ほうから道を開けてくれるようです。

一番邪魔をしているのは、ほかならぬ

自分だったのかもしれません。
もちろん、その時は分かりませんでした。

しかし、今思い返すと、その通りなのです。
ちゃんとその通りになっているのです。進
むも進まないも、周りが決めるのではなく、
自分が決めるのです。周りが邪魔して進
めないように見えても、結局は自分だった
のだと思います。この原稿を書きながら、
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そのことをつくづくと感じさせていただい
ております。

話がだいぶ横道にそれてしまいました。
さてこの日の反省研修会ですが、富田
林にある簡易保険センターで行われまし
た。初めての一泊研修ですので、幾分緊
張しながら、一番前の席で時の来るのを
待っておりました。会場は二十畳近い和
室で、正面に田池先生の座る一人掛けの
ソファーとテーブルが用意され、その席を
囲むように座布団が敷かれてあります。や
がて、田池先生が席に着かれ、皆が揃わ
れるのを待って、まずは一泊二日のスケ

ジュールについて説明を始められました。
その後、先生の講話が二時間ほどあり、

続いて反省の仕方についてお話しされ、い
よいよ各部屋に別れて反省が始まります。

一部屋におよそ四、五人が入りました。
ある人は窓際のソファーを、ある人はテレ
ビ台を机代わりにして、それぞれ自分の場
所を決めて、ノートを開き、母親の反省を
始めます。その日によって自分でテーマを
決め、母親にしてもらったこと、母親を困
らせたこと、母親にしてあげたことなど、
母親について思い出せる限り書き出してい
くのです。先生はよく言われます。
「母親を見るのではありません。母親に

接している時の自分を見ていくのです。ど
んな心でお母さんを見ていたのか、その
心を見ていくのです」と。

反省は三回にわたって行われました。一
回目が３時半頃から５時頃まで、二回目は
夕食が終わって７時頃から９時頃まで、そ
して質疑応答の時間があり、翌朝、朝食
後８時半から10 時までが三回目の反省で

す。その後、田池先生のお話があり、今
回の反省研修会のまとめとなります。

こうして一泊二日の反省研修会は終わる
訳ですが、この間、現象による学習も、
質疑応答の時間や田池先生のお話の中で
行われ、様々な方法で自分を見ていく機
会が与えられました。（『光のなかへ』）

各部屋に分かれれて母親の反省




